
 

 

 

 

第 41回創立記念日 

 1984年 10月 30日 堅下南中学校開校記念式典が挙行され、この日が創立記念日と

して制定されました。4月 1日に柏原中学校より 303名、堅下北中学校より 199名、

転入が 4名と５０６名の生徒で堅下南中学校初年度を迎えました。先に校舎が完成したの

ですが、体育館は建築途中でしたので、第 1回の入学式は、なんと校舎の屋上で行われま 

した。そして、これまで卒業した先輩の数は４９０３名です。 

この 41年間の間にどれほど多くの方々がこの学校で学んでこられたか、教えてこられ

たか、また、この学校を支えてくださったのかということを、想像し感じることが大切で

す。これからも、「当たり前」ごととして行っている日々の活動を、良き伝統としていつま

でも守り続け、後輩たちに受けついてくれることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜参観へのご参加、ありがとうございました。 

 22日（日）に行われました日曜参観、多数の保護者の方にご来校いただき、感謝申し上

げます。たくさんの方に、ご参観頂いた事により、子どもたちの緊張した様子や、張り切っ

て頑張る様子を垣間見ることができました。ありがとうございました。また、参観後に行わ

れました情報リテラシー教育講演会では、全校生徒と保護者の方が共に、スマホやタブレッ

トＰＣ等を使用する際の注意点や危険性について、わかりやすく説明していただきました。  

ＳＮＳが中学生の間でも広く活用されるに従い、内容によっては、いやな気持ちになるこ

とや、友達同士でトラブルになった経験があるという質問に、手を挙げる生徒の実態を目に

しました。正しい使い方とモラルについて学ぶことは、教科の授業を受ける事と同じくらい

大切です。 

そして、皆さんに問いたいことは、「友達とのやり取りの中で、『ちがい』を感じた時に、

言いずらいことはありませんか？」ということです。ＴＩＫＴＯＫ、Ｙｏｕｔｕｂｅ、自分

の好きな動画をどんどん選んで、スクロールを繰り返す。皆が同じ方向や同じ考えを求める。

いわゆる同調性。「ちがいを認め合える」関係性であって欲しいと願っています。 

最後に、皆さん、動画や写真、個人情報をアップする際には、最新の注意を払ってくださ

いね。そして、ＬＩＮＥなどでは、相手に誤解を与えたり、傷つけたりする表現は慎みまし

ょう。 

清く広く高らかに  第１２号   令和５年１０月３０日（月） 

       柏原市立堅下南中学校 校長室だより 



 

日曜参観：保護者の方からのご感想 

●3 年 1 組社会の授業を見て、ちびまる子ちゃんの映像も交えて、お金の大切さを分かり

やすく教えていただき、ありがとうございました。是非、これからの生活にも活かして欲し

いと思いました。最後の参観、来てよかったです。 

●3 年 2 組の数学の授業を見て、入試対策や問題を教えて頂けることは、本当にありがた

いです。いつもありがとうございます。 

●2年 1組の英語の授業を見て、タブレットパソコンを使いながら、班で相談などしたり、

黒板に向かって黙々と板書する授業形式ではなく、工夫された授業で、見ていて大人も楽し

かったです。明るくにこやかな先生で、皆も楽しそうでした。 

●クラスがとても明るい雰囲気で発表しやすい楽しい授業でした。子どもたちは、いきいき

していて見ている側も楽しい気持ちになれました。クラス全員が参加できていると感じまし

た。（誰も取り残されている感じがしなかった） 

たくさんのご感想ありがとうございました。 

 

 

11月は「働く」ことについて考えてみましょう 

 11月 23日は、「勤労感謝の日」です。お仕事をすることを大切にし、生活に必要なもの

を作り出すことをお祝いしたり、みんなで「ありがとう」と感謝し合いましょう、という日

です。1年生はこれから、「職業調べ」に取組んでいきます。 

2年生は「職業体験学習」として、6日（月）～8日（水）までの期間、１８の事業所に

分かれて実際に働いてみることで労働の実態を知ったり、働く人と接したりすることを目的

として学習します。4 年ぶりの職業体験学習です。有意義な 3 日間にして欲しいと思いま

す。 

3年生は「進路選択」を考えることで、高校などの各種学校へ進学したその先に、どのよ

うな仕事を目指していくのかについて考えていきます。 

 私たちが生活をするときに、そこには必ず人と人とのつながり合い、助け合いがあります。

自分だけですべてのことができるわけではありません。つまり、自分ではできないこと、労

力や時間を割けないことを、他の人がする。『仕事』に助けてもらうことで、私たちの生活

は成り立っています。 

私たちはなぜ働くのか…、 それは、助け合いでつくられる 

この社会の一員になるためです。 

 右の写真は、図書室の本です。イラストが多く、わかりやすい 

本です。図書室にはこの本以外にも、『働く』事をテーマにした 

本がたくさんあります。一度覗いて、手に取って 

みてください。 

 

 


